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■町内には、383 名の「認知症サポーター」がいます。（1月末現在）

「認知症サポーター」とは
　認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を地域で温かく見守ってい
る応援者です。認知症サポーターは何か特別なことをするのではなく、自分の
できる範囲で活動をしています。
　例えば、こんな活動をしています。

　サポーター１．友人や家族等周りの人に学んだ知識を伝えています。

　サポーター２．認知症の方で困っている様子が見えたら声をかけるように

　　　　　　　　しています。

　サポーター３．認知症に関しての行事があれば、積極的に参加します。
　　

　　

認知症サポーターのオレンジの輪が町内でも広がっています。

■介護マークを活用してみませんか？

「介護マーク」とは
　認知症の介護は、他の人から見ると介護をしていることがわかりにくい
ため、誤解や偏見を持たれることがあります。介護する方が介護中である
ことを周囲に理解していただくために作成しました。
　例えば、こんなとき利用します。

　１．介護していることを周囲にさりげなく知ってもらいたいとき

　２．トイレに付き添うとき

　３．男性介護者が女性用下着を購入するとき

外出先でこのマークを見かけたら温かく見守ってください。

　現在、白鷹町の要介護認定を受けている認知症
の方のうち、約７割が在宅で過ごしています。
　地域で安心して過ごしていくためには、家族の
支え、地域の見守り・支え合いが大切です。

認知症
×
支　え

　一人でも多くの方が、認知症についての正しい理解を持ち、認知症の人や
その家族が住み慣れた地域で安心して住み続けられる町をめざしていきます。

認知症サポーターの証
「オレンジリング」

使用例
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